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保護者アンケート結果
４月１１日(火)に全保護者対象に「お子さんは，どんな子どもに育ってほしいと思いますか。」

等のアンケートを行いました。その結果をお知らせいたします。また，同じ時期に教職員にも同じ内容

のアンケートを実施しましたの合わせてお知らせいたします。

〔教職員〕 〔保護者〕

第１位 思いやりのある子ども 第１位 思いやりのある子ども

第２位 ルールやマナーを守る子ども 第２位 何事にも意欲をもって取り組めるこども

第３位 夢や希望をもってがんばれる子ども 第３位 夢や希望をもってがんばれる子ども

人の痛みの分かる子ども

１ アンケートのグラフと回答数

グラフの中のようにアからシの１２の選択肢から，３つ以内で解答をお願いいたしました。そして下

記のように結果を得ることができました。解答に協力いていただいた家庭数は２５０（回答率約７５

％）で下記のグラフのようになりました。グラフの数字は家庭数を表します。詳しい結果は裏面にも掲

載いたしました。これらの結果は今後の教育活動等に生かしていきたいと思います。ご協力ありがとう

ございました。

２ 「家庭の教育として心がけていること」は次の通りです。」

○あいさつをしっかりする（ありがとう，ごめんなさい，がちゃんと言える）

○うそはつかない ○感謝の気持ちをもつ

○ゲームは１日１時間 ○準備片付けは自分でする ○子どもの意志を尊重する

○会話を大切にする ○明るく元気に生きる ○何事にも一生懸命

○宿題は忘れずにする ○感謝の心をもつ ○友達を大事にする

○決められたことだけでなく自分の考えに責任をもって行動できる人間に育つこと

○目標に粘り強く取り組むこと。新しいことへの挑戦の機会をつくること。
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ア 何事にも意欲をもって取り組める子ども

イ 基礎的・基本的な学力を身に付けた子ども

ウ 思考力や表現力など活用する力を身に付けた子ども

エ 夢や希望をもってがんばれる子ども

オ 身体が丈夫で健康な子ども

カ 最後まで粘り強く取り組める子ども

キ ルールやマナーを守れる子ども

ク 思いやりのある子ども

ケ 集団の一員として協力することができる子ども

コ 親や祖父母を大切にする子ども

サ 人の痛みが分かる子ども

シ その他(自立を目指し自分のことは自分でやろうとする子ど…



○臨機応変に事に当たることができるように願っている。

○人の気持ちを自分に置き換えて考え，思いやること，気配りする。

○分からないことや疑問にもったことは最後まで頑張らせる。

○家族と仲良く力を合わせていく。○小さいことは気にしない。○やって無駄なことはない

○失敗は成功のもと ○早寝早起き健康第一。 ○学校では先生の話をよく聞くこと。

○分からないことは，先生や親に聞いて分からないことをそのままにしない。

○学校でも家庭でも，気持ちよく生活できるよう行動すること。

○交通ルール，友達とのかかわりなどを通して社会のルール物事の善悪を見極められる。

○相手を思いやれる心が育ってほしい。 ○人をばかにしない。見下さない。

○妹や小さい子に優しく接し，面倒を見てあげることができる。

○勉強時間の確保 ○がんばったことややり遂げたことは励ますようにしている。

○強く注意してしまったときは，できるだけフォローするようにしている。

○勉強ができなくても宿題だけは必ずやること。

○人としていいことと，悪いことの区別ができるように。

○メリハリのある子どもに育ってほしい。

○自分のことだけでなく周りのことも考えて発言したり行動したりできるように話している。

○マイペースなため時間を意識して生活できるよう話している。

○人の迷惑になることはするな。決まりは守れ。約束は守れ。

○いろいろな体験を通して，将来のことを決めればいいと伝えてあります。

○大人への口の利き方を注意しています。

○損得を考えず，人のために行動すること。○学校では先生の話を目を見て聞くように話している。

○勉強や物事でわからないことがあったら，親や先生に聞いて分からないままにしないこと。

○人の気持ちや思いやる心をもってほしい。

○明るく元気に何事にも一生懸命にやってくれるといい。

○自分の悪いところを認めること。相手の立場で考えること。

○かげぐちを言わず，不満は相手に直接伝え，どうすればいいか考えること。

○忙しい中でもできるだけ子供の話に耳を傾け，共感してあげれるようにしています。

○自分の言葉で話せるように，会話を大切にする。

○反省を次に生かせるように，自分でルールを決め守る力を大切にしている。

○ほめて伸ばす。やる気を高める工夫。○周りに迷惑をかけない。お世話になっている人に感謝の気持

ちを忘れない。

○コミュニケーション。本人の意思を大切にする。

○他人をばかにしたり，見下さない。 ○携帯は寝るときはリビングに置いておく。

多数頂いた中から紹介いたしました。学校と家庭が連携しながら，上記の内容に触れて指導に役立ていき

たいと思います。


